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第 43 回 日本映像民俗学の会 オンライン大会 

 

【大会テーマ】 

「映像民俗学は今をどう乗り越えるのか？」 

 

第 43 回日本映像民俗学の会大会は、諏訪市博物館の 30 周年記念行事の一環として開催

される予定でしたが、新型コロナの影響により、延期を余儀なくされました。 

そこで今年度（2020）の第 43 回大会は「映像民俗学は今をどう乗り越えるのか？」と

いうテーマで、オンラインで開催することとします。 

第 1 部では、若手映像作家の最新の作品を、解説を交えて紹介します。第 2 部では、フ

ィルムライブラリーの活用や、民俗（族）誌映像の上映などに積極的に取り組んでいる大学

の現状、コロナ禍を乗り越える知恵などについてお話を伺い、その後、第 1 部の発表者 3 名

を交えてディスカッションを行います。 

コロナ禍だからこそできる新しい取り組みは？映像民俗学は今をどう乗り越え、どう進

むのか？可能性を探りたいと思います。 

 

〈主催〉一般社団法人 日本映像民俗学の会 

〈日程〉2021 年 1 月 30 日（土） 13:00～17:30 

〈開催方法〉zoom によるオンライン開催 

〈参加費〉500 円 

※ゆうちょ送金による事前支払い 

 

〈参加申し込み締切〉2021 年 1 月 25 日（月）  

※メール受付。当日資料は、1 月 26 日（火）以降にメールで送付予定 

  

【振込先】ゆうちょ記号番号 10130-45690871 

口座名義 ニホンエイゾウミンゾクガクノカイ 

※他金融機関からの振込の場合 

【店名】〇一八 【店番】０１８ 

【預金種目】普通預金 【口座番号】4569087 



【スケジュール概要】 

2021/1/30 （土） 13：00～17：30 

zoom によるオンライン開催 

12:30～ zoom 開場 

 

13:00～13:10 開会挨拶 北村皆雄 

第 1 部 13:10～15:10 テーマ「”今”を撮る若手映像作家」 

13:10～13:50 「贈与が生み出すアクチュアリティ 

～パプアニューギニア・サイサイ地域の葬送儀礼～」 

門馬一平（ヴィジュアルフォークロア） 

 

13:50～14:30 「”Haptic”と”narrative”ー民族誌映画を開くための試論」（仮） 

太田光海（映像作家／人類学者」 

 

14:30～15:10 「日韓の家廻り芸能比較ーともに歩き、映像を撮る研究者の視点からー（仮）」 

神野知恵（国立民族学博物館 機関研究員）  

 

〈15:10～15:25 休憩〉 

 

第 2 部 15:25～17:30 シンポジウム 

「映像民俗学は今をどう乗り越えるのか？」 

15:25～15:40 〈アーカイブの活用〉EC フィルム活用の可能性 

下中菜穂（EC フィルム活用チーム、造形作家・もんきり研究家） 

丹羽朋子（EC フィルム活用チーム、国際ファッション専門職大学） 

 

15:40～15:55 〈ミニシアター〉北方シネマの取り組み 

竹川大介（北九州市立大学 文学部 教授） 

 

15:55～16:45 ディスカッション：民俗誌映画はどうあるべきか？ 

発表者全員 

 

16:45～17:30 質疑応答 

※当日の質問も大歓迎ですが、事前にメールでも質問を受け付けます（1/29(金)16:00 締切） 


